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＜連絡事項＞

· ノロウイルス予防の為、うがいと手洗いに努めましょう。

· 12/28、餅つき大会　1/5、書初め大会が院内であります。

· 残業の申請の際、佐藤ＡＯＭ・総務グループにメールする事。

· テープ・マジックの発注時は手書きの発注伝票の備考欄に使用目的を記載する事。

· デイルームのストーブが燃焼せず、青春に点検後改善しています。今後、Ａ2・Ａ3のエラー表示の際は修理点検を依頼して欲しいとの事です。

＜外来情報＞

· 中村　鶴子様～症状改善しガスモチン（胃腸薬）が中止していたが嘔気の訴えあり再開。

· 溝越　キク様～血圧142/98ｍｍＨｇと高めだが自覚症状なし。年末年始の為、2週間分処方しておりデイケア・訪問看護で服薬確認をしていく。

＜利用者様情報＞

· 松永　勘五郎様～手指の荒れがひどく今後、状態観察し手入れを促していきましょう。

· 大釜　久直様～近辺で購入したおやつをデイルームで食べており、他者が声かけすると「いいんだよ！黙ってて。」と答え独語、表情の硬さ見られている。年末年始の休日にあたりご家族に情報提供しフォローをお願いしていく。

· 北嶋　剛様～父親の面倒を見る為、今週の通所は休むとの連絡あり。好意を寄せている女性利用者について、本人の語る年齢より上とは思うが追求はしないと話されていた。

· 小野寺　のり様～25日、外来受診にて処方変更され日中の居眠りはみられなくなっている。

長谷川式スケールは9点との事。外来主治医より刺激を与えて諸症状の進行を防ぐようにとの指示あり。今後、プログラム他の日課参加の声掛けを適度

にしていく事とする。

・　長瀬　紘一郎様～「小学校3年生から（食事が）つまっていた。点滴に1週間通った。通る、通らないは感覚でわかっているつもりだけども･･･。」昨日、お母様が高齢者のデイケアを利用するとの連絡あり。

＜プログラム検討＞

―弥生祭りについてー

· 担当スタッフ～服部Ｎｓ・中居ＣＷ・上平ＣＷ

· 実施予定日　～3/2（金）

· 実施目的～季節感を味わう・楽しみ、交流の場の提供・各自、役割を持ち達成感を獲得する。

　　　　　　　新棟移転に伴い、1年の締めくくりを兼ね思いで作りをする。

· 実施内容～合唱・○×クイズなど…全員参加・自由参加の内容を予定する。

※担当スタッフが話し合い、今後のカンファレンスで検討する。目的の確認。

＜勉強会＞

· 体温について（２）

臨床検査を伴う第一の目的は⇒　　である。

しかし、この熱の有無は、何を基準にしているだろう？

日本の正常液下温･･･ある実験結果からは36.89℃、±0.342℃という高い値が出た。

　　　　　　　　　　　従来は36.5℃といわれ37℃以上は微熱といわれる。

　　　　　　　　　　　37℃以上の健常者が100人中40人もいた！？

　 日差･･･体温は体温調節機構で支配される⇒24時間を通じてあまり変動はない。

　　　　　夜明けから朝方にかけて体温は低い。そして、午後3時から8時ごろに高いというのが原則である。つまり、日差がある。しかし、どんなにちがっても健康人は1℃以内である。

　年齢差･･･新生児の体温⇒生後3日くらいまでは相当高く4日目頃より下がり始める。7日目くらいまでは、どんどん低下する。8日目頃より再び上がり始める。それで乳児期に移行していく。

　　　　　大体、小学2～3年生で体温調節のしくみは成人と同じように完成する。

　老人の体温･･･一般的に低いと言われている。これは皮膚の熱の伝導度が少ないからと言われている。つまり若い人と同じくらいの体温はあるが皮膚を伝わって熱が対外へ逃げる程度低いのである。

　　　　　　　　？若い人より老人は測定時間を長くすれば・・・・。

　季節差･･･皮膚温は気温に影響されるから、もし夏と冬とで測定時間を同一にすればおそらく夏

　　　　　が高く冬が低いだろう。

　個人差･･･個人個人で体温には違いがある。何故、このように体温には違いがあるのだろう？

　　　　　⇒その人の自律神経（交感神経・副交感神経）の緊張度によって個人差が生じるとされている。

　測定部位･･･この差はあくまでも生理的条件のことで病的状態では、3者間にあまり違いはないといわれている。普通の状態では差があっても発熱状態では、この差が小さくなることが知られている。

　暑さに対する影響･･･なるべく木陰で身体を動かさないようにする。体熱の産生を調節しようとする為の適応現象である。暑い所にいると顔色が良くなるが、これは皮膚表面の血管が拡張して暖まった血液をなるべく体表面の方に流そうとする。そして、伝導によって熱を皮膚から体外へ逃がそうとする働きである。それでも放散が不足であると発汗中枢の命令によって玉の汗をかき、それを蒸発させて逃がす。

　寒さに対する影響･･･皮膚表面に鳥肌がたち顔面が蒼白になる。これは皮膚表面の血管がいっせいに収縮して血流をなるべく少なくしようとすると同時に皮膚に鳥肌を作って対流がおきないように又、体表面を少しでも小さくするようにという現象である。そうやって熱が逃げていくと次に震えがおきる。

